
18 

テュービンゲン大学               短期留学プログラムⅠ・Ⅱ（４単位） 

研修先 

Eberhard Karls Universität Tübingen 

（ドイツ テュービンゲン） 

http://www.uni-tuebingen.de/ 

 

現地研修実施期間 2019年 8月 5日(月)～8月 30日(金) 
 

 

現地集合・解散日程 
現地集合：2019年 8月 5日（月） 

現地解散：2019年 8月 31日（土） 
現地集合/現地解散 

プログラム 
テュービンゲン大学の夏期ドイツ語講座での 

4週間の語学研修  

滞在先 学生寮 
1人部屋 

共用キッチン・シャワー・トイレ 

募集人員 17名 ※ドイツ語既修者に限る。  

プログラム参加者 他国からの学生との混合  

参加費用 

2019年度予定 

授業料,寮費：1010～1050ユーロ 

往復渡航費・現地集合場所までの交通費： 

各自手配（約 20万円）  

往復渡航は各自手配 

引率教員 法学部 森 光 教授 現地集合日から 2週間の引率 

前期授業担当 

【多摩】 法学部 森 光 教授 

【理工】 理工学部 吉田 達 准教授 

     理工学部 グルーバー、ｱﾈｯﾃ ﾐﾋｬｴﾗ 兼任講師 

理工学部は、リレー講義 

前期授業日程 
【多摩】 火曜日 5時限 (初回授業日：4月 23日(火)) 

【理工】 月曜日 6時限 (初回授業日：4月 22日(月)) 

理工学部生は、多摩での授業内で実

施する出発準備ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝに出来る

限り出席してください。 

選考面接/実施教室 

【多摩】2019年 4月 9日(火) 筆記試験後面接 

開始時間：10：00～ 

※理工学部生も筆記試験・面接は多摩キャンパスで受験する

ことになります。 

【多摩】集合場所：3110教室 

         (3号館 1階) 

オリエンテーション 4月 23日（火）、6月 18日（火）、7月 16日（火）授業内 多摩キャンパスで実施 

(1)前期授業 

参加者は、前期授業週 1回、全 14回を受講します。授業内容は、各学部講義要項を確認してください。前期授業期

間中、申込手続き等に関するオリエンテーションを実施します。 

(2)プログラム概要 

■テュービンゲン大学の特色 

テュービンゲン大学は 1477 年創立で、ドイツで最も古い大学のひとつです。フランクフルトの南約 170 キロに位置

する町テュービンゲンは、人口の約 4分の 1が学生という学生町です。 

テュービンゲン大学は 7 学部において約 450 人の教授の下、約 24,000 人の学生（うち外国人留学生約 1,500 人）が

学んでいます。天文学者ケプラー、哲学者ヘーゲル、シェリング、詩人ヘルダーリンなど多くの優秀な人物を輩出し

た伝統ある大学です。またキャンパスが街中に散在し、歴史あるテュービンゲンの街と一体化していることも、 

テュービンゲン大学の特色といえるでしょう。 

■現地研修 

テュービンゲン大学の夏期ドイツ語講座には、全世界 30 数カ国から約 200 名の学生が参加します。このうち日本人

学生は、中大生を含め 25～30人程度です。他の学生の多くはヨーロッパ諸国（イタリア、スペイン、ロシア、フラン

ス、ハンガリー等）や北米や南米からの学生です。 

 

■クラス分け試験 

現地研修の初めにクラス分け試験が行われます。参加者は試験の結果により、レベル別に 12 クラスのいずれかに振

り分けられます。 
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■授業・昼休み 

授業は、9:00～10:30、11:00～12:30の計 3時間行われます。主な内容は、ディスカッションと文法練習です。ディ

スカッションのテーマは、異文化交流や多文化接触に伴う諸問題などです。また、プレゼンテーションの実施や、毎

日日記をつけ、それを添削してもらうなどの課題が出る場合あります。1クラスの人数は 15人程度です。午前中に 30

分間の休み時間があり、昼休みは 12:30～14:00です。昼食は学食や大学のカフェテリアで食べることができます。 

■補習 

14:00～15:30はテューター（14～15人、1クラス約 1名）による補習が行われます。文法の補習、翌日の予習の他、

独自の課題が与えられることもあります。時には、カフェで語り合ったり、ボートを漕いだりなどしながら、楽しく

ドイツ語を学べる時間です。 

■夕方のプログラム 

夕刻には、「ドイツ語発音指導」ドイツ語方言講座」「音楽の夕べ」「映画の夕べ」「合唱教室」「ダンス教室」「演劇教

室」「郷土料理教室」など様々なプログラムが用意されています。各自の興味・関心に応じて参加することができます。

また、テュービンゲン大学主催のパーティーも開かれます。 

■週末のプログラム 

週末にはテュービンゲン近郊散策およびボーデン湖へのバス旅行などが企画されています。 

■日本の夕べ 

 本学参加者が、ドイツ語で日本を紹介するイベントです。過年度は、東京紹介、書道、漫画、コスプレ、縁日や日本

の遊びの紹介(ヨーヨー釣り、射的、輪投げ、剣玉、はねつきなど)を行いました。毎年大好評のイベントです。 

 ■滞在先 

参加者は全員、テュービンゲン大学の学生寮に宿泊します。寮ではドイツ人学生や、各国からの留学生と生活を共に

します。※滞在先はホテルではありません、配置される部屋や棟によって設備等が異なります。 

(3) 渡航に関して 

①個人旅行(集合日前・解散後)をつける場合は、最大 1 週間とし、試験や授業を優先すること。 

  個人旅行の旅程表を必ず提出してもらいます。 

②航空券や集合日前・後の旅行手配は、これまでのトラブル対応の実績から中大生協で手配することを推奨します。 

   

(4) 参加費用  

2019年度は以下価格が予定されています。(2018年 12月時点 テュービンゲン大学提示)。 

授業料と寮費に関しては本学で徴収し研修校へ送金する予定です。詳細は出発オリエンテーションにて説明します。 

 (2019年度 予定費用) 

授業料 630ユーロ 本学で授業料を徴収し、テュービンゲン大学に一括して支払う予定。 

寮費 380～420ユーロ 

授業料と同時に徴収(420ユーロ)し、現地校へ支払う予定。 

※配置される部屋によって価格が異なるため、事前送金した場合は、現地で差

額が返金される予定。 

シーツ代 10ユーロ 現地到着後、各自で支払い。 

食費等 例年 400ユーロ程度 各自で支払い。 

往復渡航費 約 20万円 自己手配のため、予約時期、運航ルート、航空会社によって価格は異なる。 

現地交通費 自己負担 列車・バス・タクシー等の移動費用。 

海外旅行 

傷害保険 
自己負担 中央大学の指定する保険に全員加入。 

小遣い等 自己負担 自由行動時の諸費用、電話代、洗濯代、お土産代等個人的支出。 

(5)現地研修終了後 

帰国後、オリエンテーションを 1回実施します。 


